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五所川原市役所 

470号 

昭和55年 5月1日 

印 刷 西 北 印 刷 

市 の 人 口 

52 .6I恕人 

男 	25,524人 

女 	27,108人 

,
 

、
 

世 帯 数 	14,370 

（昭和55年4 月 1日現在）住民基本台帳から 

“
ク
リ
ー
ン

作
戦

）
ス
タ
ー
ト
 

指
導
員
ら

街
頭
清
掃
 

①
 

一 広報 、 ‘ 	‘ 、 

③ご、よびやら 

健
康
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
市
の
“
春
の

ク
リ
ー
ン
作
戦
）
が
四
月
十
八

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
、
 
“
ク
リ
ー
 

ン
五
所
川
原
〈
へ
向
け

て
大
き

な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。
 

初
日
は
午
前
九
時
、
市
庁
舎

前
お
祭
り
広
場
に
市
幹
部
職
員
、
 
 各

町
内
会
長
、
委
嘱
さ
れ

た
ば

か
り
の
環
境
保
全
指
導
員
ら
約

二
百
五
十
人
が
参
加
、
開
始
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

式
で
は
寺
田
市
長
が
、
 
「
住

み
よ
い
ま
ち
実
現
に
み
ん
な
で

カ
を
合
わ
せ
よ
う
」
と
あ

い
さ

つ
、
次
い
で
「

一
日
清
掃
公
害
 
 

課
長
」
 
に委
嘱
さ
れ
た
鎌
谷
町

の
主
婦
宮
崎
妙
子
さ
ん

（
四
二
）
 

が
、
 
「
住
み
よ
い
、
花
咲
く
ま

ち
づ
く
り
へ
力
を
結
集
し

て
下

さ
い
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。
 

市
民
を
代
表
し
、
平
和
町
の

主
婦
山
田
か
つ
栗
さ
ん

（
三
一
）
 

が
、
 
「
美
し
い
ま
ち
、
五
所
川

原
を
築
く
た
め
努
力
し
ま
す
」
 

と
宣
誓
、
宮
崎

一
日
課
長
の
指

示
で
早
速
ま
ち

へ
繰
り
出
し

ま
 
 

し
た
。
 

目
抜
き
通
り
で
は
、
寺
田
市

長
を
先
頭
に
側
溝
か
ら
上
げ
て

お
い
た
ド
ロ
や
ゴ
ミ
を
ト
ラ
ッ

ク
に
積
み
上
げ
た
り
、
路
上
の

ゴ
ミ
拾
い
を
し

二
時
間
ほ
ど
に

わ
た
っ
て
汗
を
流
し
て
い
ま
し

た
。
 



、
 

ロ
学
習
テ
ー
マ
 
「

身
近

な
問
題
を
と
ら
え
生
活
の
向

上
に
役
立
て
る
」
 

ロ
対
象
 
一
般
市

民
。
（
年

齢
、
性
別
、
学
歴
を
間
い
ま

せ
ん
。）
 

ロ
募
集
人
員
 
約
五
十
人
 

関
係
及
び
県
、
市
内
学
識
経

験
者
等
。
 

ロ
申
込
先
 
五
所

川
原
市

岩
木
町

一
二
番
地
、
市
中
央

公
民
館
（
費
⑤
二
三
五
二
）
 

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
 

年
齢
、
性
別
、
連
絡
電
話
 

「成
人
大
学
講
座
」
受
講
生
を
募
集
 

一
 

中
央」
 番

号
等
を
明
記
の
上
お
申

し
込
み
下
さ
い
。
電
話
で

も
け
っ
こ
う
で
す
。
 

ロ
申
込
み
締
切
り
 
五
月

二
十
日
ま
で
。
 

医
師
会
と
家

庭
を
結
ぶ
、
「
み

ん
な
の
健
康
教

室
」
 
が次
の
日

程
で
開
か
れ
ま

す
。
 

お
気
軽
に
お

い
で
下
さ

い
。
 

ロ
と
き
 
五

月
二
十
三
日
 

（
金
）
午
後
一

時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 

産
経
会
館
四
階

ホ
ー
ル
 

ロ
テ
ー
マ
 

「成
年
期
の
好

発
疾
患
」
 
につ

い
て
 

年
間
を
と
お

し
て
聴
講
さ
れ

た
方
に
は
、
修

了
証
書
と
記
念

品
を
差
し
上
げ

ま
す
。
 

主
催
 
北
五

医
師
会

・
五
所

川
原
市
民
保
健

協
議
会
 

みんなの健康教室 

「成年期の好発疾患」 

r
 

 

、
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改
善
セ
ン
タ
ー
完
成
 

市
内
羽
野
木
沢
に
建
設
し
て

い
た
農
業
構
造
改
善
セ
ン

タ
ー
 

「七
和
」
が
完
成
し
、
四
月
十

日
、
同
セ
ン
タ
ー
に
寺
田
市
長
、
 

地
域
住
民
の
代
表
者
ら
約

二
百

人
が
集
ま
り
落
成
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

こ
の
施
設
は
、
管
理
か
ら
運
 

」曇
で

す
べ
て
住
民
の
手
で
行

わ
れ
る
も
の
で
、
実
質
は
七
和

地
区
の
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ

・
セ
ン

タ
ー
で
す
。
 

昨
年
春
ォ
ー
プ
ン
し
た
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ

・
セ
ン
タ
ー
 
「栄
」
 

に
次
ぐ
第
二
号
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
 

・セ
ン
タ
ー
で
す
。
 

完
成
し
た
セ
ン
タ
ー
は
、
昨
 

年
九
月
か
ら
総
工
費
約
九
千
五
 
 

百
万
円
を
投
じ
建
設
し
て
い
た

も
の
で
、
二
千
百
四
十
三
平
方
 

U
の
敷
地
に
床
面
積
五
百
九

十

七
平
方
H
の
鉄
骨
平
屋
建
て
。
 

結
婚
式
に
も
利
用
で
き
る
百

畳
間
の
集
会
室
、
水
屋
を
備
え

た
礼
法
室
二
間
、
老
人
創
作
室
、
 

調
理
器
具
を
完
備
し
た
生
活
改

善
室
、
会
議
室
、

ロ
ビ
ー
、
事

務
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
 

同
セ
ン
タ
ー
は
、
七
和
地
区

住
民
協
議
会

（
阿
部
円
次
郎
会

長
）
が
中
心
と
な
っ
て
管
理

・

運
営
し
て
お
り
、
新
し

い
地
域

づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
大
き
な

役
割
を
に
な
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
 



昭和55年（1980年） 5月1日（470号） ③ （第3種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 

昭和55年度青森県青年海外派遣募集 

国
間
員
費
 

遣
 

間
 
以
 

訪

期
派
経
 

訪 間国 ョーロッパ（予定） 

期 間 8月下旬～ 9月上旬（20日19泊）予定 

派遣人員 1人（当市への割当） 

経 費 746,000円のうち個人負担 224,000円の予定 

応募資格 市内に居住し、日本国籍を有する20歳末満の男女。(4月1日現在）健康で、伝染 

性疾患のない方 

申込締切 5 月20日 

申 込先 市内栄町20 国連青少年の家（n④-3602番） 
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“加“器滋篇 

、

現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
国

民
年
金
の
特
例
納
付
は
、

い

よ
い
よ
来
月
い
っ
ぱ

い
で
締

切
り
と
な
り
ま
す
。
ま
だ
手

続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
い

ま
せ
ん
か
。
 

こ
の
 
制
度
は
、
国
民
年
金
 

年
七
月
か
ら
今
年
の
六
月
ま

で
の
二
年
間
に
限
っ
て
、
滞

納
保
険
料
の
納
付
を
認
め
、
 

年
金
権
を
復
活
さ
せ
よ
う
と

い
う
制
度
で
す
。
 

特
例
納
付
額
は
、
月
四
千

円
で
す
。
 

来
月
で
締
切
り
で
す
 

国
民
年
金
の
特
例
納
付
 

「
 
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

な
お
、
資
金
の
都
合
が

つ

い
の
に
未
加
入
の
方
や
、
加
 
か
な
い

方
の
た
め
に
、

貸

入
し
て
い
て
も
、
保
険
料
の
 
付

金
制
度
も
あ
り
ま
す
。
詳

納
め
忘
れ
期
間
が
あ
る
た
め
 
し

い
こ
と
は
、
市
の
国
民
年

に
、
年
金
の
受
給
資
格
を
失
 
金

係
か
各
地
区
の
民
生
委
員
 

な
っ
た
方
な
ど
に
、
五
十
三
 
に
お

た
ず
ね
下
さ

い
。
 

《
 

り
の
た
め
が
ん
ば
っ
て
下
さ
い
」
 

と
励
ま
し
ま
し
た
。
 

最
後
に
野
呂
連
合
町
内
会
事

務
局
長
の
司
会
で
懇
談
会
を
行

い
、
ゴ
ミ
が
わ
ら
の
汚
名
返
L
 

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
 

II
 

ノ
．
 

、
り
 

た
 

め
 

や
 

春
」
 

社
 

A
云
 

ノ
 

ノ
．
 

ら
 

た
 

つ
 

な
 

一
 
」
 

歳
 

0
 

〔乙
 

健
康
で
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い

る
市
で

は
、
市
民
ぐ
る
み

の
ク
リ
ー
ン
作
戦

を
さ
ら
に
盛
り
上

げ
る
た
め
四
月
十

五
日
、
百
人
に
環

境
保
全
指
導
員
の

委
嘱
状
を
交
付
し

ま
し
た
。
 

こ
の
指
導
員
制

度
は
、
町
内

・
部

落
会
長
の
推
せ
ん

を
受
け
、
市
長
が

委
嘱
す
る
も
の
で
、
 

任
期
は
二
年
。
①
清
掃

e
高
揚

と
情
報
の
交
換
、
②
河
川
地
帯

の
不
法
投
棄
及
び
水
質
汚
濁
防

止
の
情
報
交
換
、
③
地
域
環
境

保
全
活
動
に
関
す
る
調
査

・
研

究
及
び
研
修
会
の
開
催
等
が
主

な
業
務
で
す
。
 

委
嘱
状
の
交
付
式
に
は
、
町
 
 

内
会
長
ら
関
係
者
百
八
十
人
が

出
席
、
寺
田
市
長
が
委
嘱
状
を

手
渡
し
た
あ
と
、
「
み
ん
な
の
力

を
結
集
し
、
住
み
よ
い
ま
ち
を

つ
く
ろ
う
」
 
と
あ
い
さつ
、
次

い
で
寺
田
清
連
合
町
内
会
長
が
 

「花
咲
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
 

、

明
治
四
十
四
年
四
月
二

日
以
後
に
生
ま
れ
た
満
一
一

十
歳
以
上
の
方
で
、
ま
だ

国
民
年
金
に
入
っ
て
い
な

い
方
、
会
社
（
厚
生
年
金

の
あ
る
）
を
中
途
で
や
め

た
方
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
な
い
と
、
年
金
は
貰

え
ま
せ
ん
。
 

若
い
人
た
ち
に
と
っ
て

は
、
年
金
の
話
な
ど
遠
い

将
来
の
こ
と
と
考
え
ら
れ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
 

国
民
年
金
は
老
後
の
こ
と

ば
か
り
で
な
く
、
交
通
事

故
、
病
気
等
で
障
害
者
に

な
っ
た
時
の
障
害
年
金
、
 

一
家
の
働
き
手
が
亡
く
な
 

(

(
 

っ
た
時
の
母
子
年
金
、
 

児
年
金
、
寡
婦
年
金

な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な

年
金
が
支
給
さ
れ
ま

十
J。
 ．十

歳
に
な
っ
た

ら
必
ず
国
民
年
金
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
。
 

厚
生
年
金
を
や
め

た
方
は
、
国
民
年
金

に
加
入
し
な
い

と
、
 

厚
生
年
金
も
貰
え

な

い
人
も
あ
り
ま
す
か

ら
気
を
つ
け
ま
し
ょ
 

「
フ
。
 

詳
し
く
は
、
市
の
国
民
 

年
金
係
に
お
た
ず
ね
ド
さ
 

環境保全指導員誕生 

国民年金に加入を．ノ 



〇
午
前
十
時
ー
午
後
二
時
三

十
分

・
野
草
観
察
会
 

ロ
と
こ
ろ
 
飯
詰

・
味
噌
ケ
 

沢
「
野
鳥
の
村

（家
）
」
 

ロ
講
師
 
津
軽
植
物
の
会
会
 

（第 3種郵便物認可） 	 広報ごしょがわら 

市民自然観察会を開催 

自
然
に
恵
ま
れ
た
野
鳥
と
野

草
の
宝
庫
、
飯
詰

・
味
喰
ケ
沢

の
 
「野
鳥
の
村
（
家
）」
が
五
月

十

一
日
（
日
）
か
ら
開
村
し
ま

す
。
 

開
村
を
記
念
し
、
次
の
要
領
 

青
森
県
住
宅
供
給
公
社
で
は
、
 

広
田
団
地
に
造
成
し

て
い
る
一

般
分
譲
住
宅
の
購
入
希
望
者
を

募
集
し
ま
す
。
 

一
般
分
譲
住
宅
は
、
譲
渡
予

定
価
格
と
住
宅
金
融
公
庫
融
資

予
定
額
と
の
差
額
で
あ
る
自
己

負
担
金
を

一
回
ま
た
は
二
回
で

支
払
い
す
る
も
の
で
す
。
 

土
地
付
き

一
戸
建
て
の
分
譲
 
 

で
 
「市
民
自
然
観
察
会
」
を
開

き
ま
す
の
で
家
族
そ
ろ
っ
て
ご

参
加
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
 
五
月
十
一
日
（
日
）
 

o
午
前
七
時
ー
八
時
三
十
分
 

・

野
鳥
観
察
会
 

広
 
田
 
団
 
地
 

住
宅
で
、
今
年
十
一
月
頃
入
居

で
き
る
予
定
で
す
。
 

ロ
募
集
戸
数
 
二
十
戸
（
予

定
）
 

ロ
受
付
期
間
 
五

月
下
旬
か

ら
六
月
上
旬
の
予
定
 

ロ
受
付
及
び
お
間
い
合
わ
せ

市
都
市
計
画
課
（
。
⑤
二
一

一
一
番
・
内
線
二
三
二
番
）
 
 

員
、
日
本
野
鳥
の
会
会
員
、
自

然
観
察
指
導
員
 

ロ
会
費
 
野
草
観

察
会
参
加

者
の
う
ち
バ
ス
利
用
の
方

高
校
生
以
上
七
百

円
、
中
学

生
以
下
五
百
円
 

ロ
お
申
込
み
、
間
い
合
わ
せ

五
月
六
日
（
火
）
ま
で
、
市

教
育
委
員
会
・
社
会
教
育
課
 

（
廿
⑤
二
一
一
一
番

・
内
線
一
一

五
〇
番
）
 

ロ
集
合
時
間
等
 

野
鳥
観
察
会

・
午
前
七
時
ま

で
、
各
自
野
鳥
の

家
へ
集
合

野
草
観
察
会
・
バ

ス
利
用
の

方
は
午
前
九
時
ま
で
市
民
文
化

会
館
前

へ
、
自
家
用
車
利
用
の

方
は
午
前
十
時
ま
で
野
鳥
の
家

へ
そ
れ
ぞ
れ
集
合
の
こ
と
。
 
 

五
所
川
原
地
区
 

▽
錦
町
、
長
内
千
代
吉
▽
幾

島
町
、
岩
谷
善
一

▽
柏
原
町
、
 

高
松
三
雄
▽
上
平
井
町
、
気
田

勝
治
▽
平
井
町
、
津
川
武
雄
▽

中
平
井
町
、
古
坂
功
▽
下
平
井

町
、
幡
野
善
保
、
木
村
智
慧
雄

▽
さ
つ
き
町
、
伊
藤
正
彦
 

▽
敷
島
町
、
中
山
金
次
郎
▽

東
雲
町
、
木
村
一
雄

▽
旭
町
、
 

斎
藤
隆

▽
大
町
、
石
井
柾
次
郎

▽
寺
田
・
岩
木
町
、
福
士
孝
一

▽
末
広

・
新
宮
町
、
松
本
一
雄

▽
末
広
町
、
小
野
清
茂
▽
布
屋

町
、
黒
滝
嘉
一
郎
▽
本
町
、
葛

西
専
造
▽
東
町
、
木
村
友

一

▽
弥
生
町
、
藤
田
仁
三
郎
▽

鎌
谷
町
、
藤
森
正
夫
、
横
村
芳

夫
、
俵
谷
佐
之
一

▽
川
端
町
、
 

山
田
四
ッ
男
▽
第
一
柳
町
、
対

馬
左
都
夫
▽
第
二
柳
町
、
葛
西

富
蔵
▽
成
田
町
、
金
沢
定
雄
▽

元
町
、
小
田
桐
又
蔵
 

▽
新
町
、
唐
牛
行
雄
▽
田
町
 
 

鹿
内
雄
蔵
▽
栄
町
、
江
良
直
義

▽
田
園
調
布
、
尾
崎
武
三
▽
十

川
町
、
前
田
貢
▽
平
和
町
、
笠

井
長
三
郎
、
野
呂
甚
助
▽
雛
田
、
 

関
宏
行
▽
小

曲
、
成
田
孝

一
郎

▽
沼
田
町
、
古
川
ミ
ツ
エ
▽
八

重
菊
、
葛
西
清
作
 

湊
団
地
 

▽
第
一
千
鳥
町
、
原
田
市
太

郎
▽
千
鳥
町
、
加
藤
忠
吉
▽
湊

団
地
町
、
阿
部
安
太
郎
 

松
島
団
地
 

▽
一
丁
目
、
藤
田
善
太
郎
▽

二
丁
目
、
長
尾
与
広
▽
三
丁
目
、
 

沢
村
繁
▽
四
丁
目
、
葛
西
勇
三

郎
▽
五
丁
目
、
成
田
重
三
▽
六

丁
目
、
白
川
久
夫

▽
七
丁
目
、
 

春
藤
孝
男
▽
八
丁
目
、
千
葉
惣

之
助
 

新
宮
団
地
 

▽
市
営
住
宅
、
中
谷
正
治
▽

県
営
住
宅
、
中
村
京
子
▽
第
一

町
内
、
松
本
政
喜
▽
第
二
町
内
、
 

原
田
ヒ
ロ
 

七
和
地
区
 

▽
高
野
、
堀
内
秀
城
、
堀
内

謙
司
、
福
士
信
悦
▽
前
田
野
目
、
 

斎
藤
定
美
、
新
谷
健
之
助
▽
持

子
沢
、
成
田
岩
太
郎
▽

羽
野
木

沢
、
伊
藤
武
一
▽
原
子
、
斎
藤

国
雄
、
伊
藤
勇
▽
俵
元
、

伊
藤

武
雄
 

長
橋
地
区
 

▽
浅
井
、
笹
森
豊
弘
▽
福
山
 

心
薪
行
政
連
絡
貰
  
)
 

(5
5・ 
4

・
 

 
ー
ー
5
6
・
 

3

・
 

 3
1
)
 

蕪

住
宅
購
入
希
望
者
を
募集
 

      

、

‘
，
,,
I
,
 

  

墓地の購入者を募集 
長者森平和公園 

市都市計画課では、 「長者森平和公園墓地」の

購入者を募集しています。 

ロ募集区画 	150区画 

ロ墓地面積 	1区画5m 

ロ永代使用料 	110, 000円 

ロ管 理 料 	3,000円（年間） 

ロ受 付 け 

常時受け付けしています。 

申し込みと同時に、永代使用料と管理料を納付 

していただきます J 

ロお問い合わせ 

詳しくは、市部市計画課（か⑤2 111番‘内 

線233番）へお問い合わせ下さい。 

 

      

      

         

         

   

!
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乳幼児の健康診査 
市では、乳幼児の健康診査と健康相談を次の日程で 

行います。 

該当する赤ちゃんには受診させるようにして下さい。 

ロ受 付 時 間 午後12時30分から 1時まで。 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在病気治療中かほかの医療機関で健康診査を受け 

ている乳幼児はご遠慮下さい。 

I歳 6 カ月児に限り歯科衛生指導を行います。 

月 	齢 対 	象 と 	き と こ ろ 

3 カ 月 児 
昭和55年 1月
生まれの乳児 

5月14日 市中央公民館 

6 カ 月 児 
昭和54年10月
生まれの乳児 

5月20日 ク 

1歳 6 カ月児 
昭和53年11月
生まれの幼児 

5月27日 ク 

と
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
 

詳
細
は
、

市
都
市
計
画
課
 

(”
⑤
二
一

一
一
番
・
内
線
一
一

三
二
番
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
 

さ
い
。
 

くらしと趣味の教室 
市勤労青少年ホームでは、次の日程で「くらしと趣味の教室」を開催します。’ 

ふるってご応募下さい。 

ロ受講資格 市内に住所または勤務先を有する15歳以上30歳までの勤労青少年 

（申し込みと同時に会員登録をして下さい。） 

ロ受講料 無料。 （ただし教材費は自己負担） 

ロ申し込み締切り 5月17日 

口申込み先 市勤労青少年ホーム（云④ 3 60 2 番） 

お申し込みは、以前に受講された方でも結構です。 

新
も

り
い
経』
居
表
」ホ

昔
 

（新
宮
地
区
）
を

公
」
丞
 

名
案
が
次
の
と

お
り
決
ま
り
ま

し
た
の
で
、
四

月
二
十

一
日
か

ら
五
月
二
十
日

ま
で
の
三
十
日

間
、
市
本
庁
前
 

教室名 性別 と 	 き 曜日 回数 定員 

絵画教室 男・女 5月20日から 7月22日まで 火 10回 10人 

煎茶教室 男・女 5月21日から 7月認日まで 水 10回 20 人 

料理教室 男・女 5月20日から 7月22日まで 火 10回 20人 

石
岡
勇
吉
、
小
枝
富
明
▽
杉
派

立
、
石
岡
善
蔵
▽
野
里
、
石
岡

作
次
郎
▽
神
山
、
成
田
勇
蔵
▽

松
野
木
、
仙
庭
好
美
▽
福
岡
、
 

中
川
定
雄

▽
若
山
、
高
谷
栄

一

▽
石
田
坂
、
斎
藤
仁
郎
▽
戸
沢
、
 

仙
庭
文
男
▽
豊
成
、
工
藤
順
三

梅
沢
地
区
 

▽
梅
田
、
成
田
友
則
、
木
村

昭
彦
、
土
岐
市
五
郎
▽
中
泉
、
 

佐
々
木
善
吉
、
神
誠
 

栄
地
区
 

▽
湊
、
平
山
弥
助
、
三
橋
兼

蔵
▽
姥
落
、
藤
田
寿
造
▽
猫

測
、
 

藤
田
藤
栄
▽
三
ッ
谷
、
岩
測
睦

男
▽
稲
実
、
山
内
惣
馬
太
郎
、
 

加
藤
藤
男
▽
広
田
、
山
田
新
太

郎
、
成
田
善
作
▽
七
ッ
館
、
葛

西
繁
夫
、
葛
西
喜
美
雄
▽
み
ど

り
町
一
丁
目
、
坂
本
弘
▽
同
二
、
 

三
丁
目
、
西
村
達
志
▽
同
四
丁

目
、
工
藤
甚
策
▽
同
五
丁
目
、
 

蝦
名
馨
▽
同
六
、
七
、
八
丁
目
、
 

須
崎
正
広
 

松
島
地
区
 

▽
吹
畑
、
毛
内
千
代
太
郎
▽

唐
笠
柳
、
橘
節
男
▽
石
岡
、
佐

々
木
嘉
四
太
郎
▽
水
野
尾
、

清

野
謙
六
、
太
田
秀
二
郎
▽
漆
川
、
 

吉
村
嘉
右
工
門
▽
大
刀
打
、

山

形
隆

一
▽
桃
崎
、
荒
関
武
次
郎

▽
尻
無
、
山
田
実
▽
一
野
坪
、
 

島
谷
寅
之
助
▽
石
畑
、
対
馬
佐

三
雄
▽
前
落

・
中
村
、
小
野
耕

一
▽
馬
性
、
木
村
省
一
▽
野
崎
、
 

村
田
富
造
▽
田
中
、
渋
川
武
則

▽
悪
戸

・
宮
田
、
高
橋
博
士
▽

川
代
田
、
外
崎
平
内
太
郎
▽
米
 
 

田
、
対
馬
貞
市

▽
二
本
柳
、
寺

田
時
雄
 

飯
詰
地
区
 

▽
坂
の
上
・
南
新
、
平
山
政

雄
▽
北
新
・
中
町
、

木
村
勉
▽

新
町
・
大
町
、
今
広
勝
▽
伝
助

町

・
下
町
、
横
山
政
吉
▽
上
町

寺
町
、
中
谷
庄
左
衛
門
▽
大
正

町
、
山
口
昭
造
▽
大
日
町
、
坂

本
博
一
▽
南
下
・
中
下
、
岩
田

柾
吉
▽
長
坂
、
野
宮
信
義
▽
曙

町
、
和
田
松
高

▽
興
隆

・
朝
日

小
田
桐
喜
太
郎
▽
下
岩
崎
、
其

田
み
よ
の
▽
五
本
松

・
北
下
、
 

三
上
兼
松
▽
下
村
、
今
馬
之
助

中
川
地
区
 

▽
川
山
、
松
沢
松
治
郎
、
藤

森
武
松
、
舘
山
長
治
郎
▽
沖
飯

詰
、
秋
田
嘉
太
郎
▽
桜
田
、
笠

井
敏
江
▽
中
泊
、
笠
井
政
直
▽

種
井
、
藤
森
紀
一
郎
▽
田
川
、
 

平
山
清

一
▽
新
宮
、
原
定
五
郎

三
好
地
区
 

▽
鶴
ケ
岡
、
津
田
喜
太
郎
、
 

開
米
喜
代
志
、
小
野
博
英
▽
藻

川
、
川
浪
民
也
、
加
藤
文
明
、
 

竹
谷
寅
五
郎
、
川
浪
善
久
▽
高

瀬
、
成
田
充
蔵
▽
福
井
、
小
笠

原
清
衛
 

昆
沙
門
地
区
 

▽
毘
沙
門
、
佐
藤
善
工
門
▽

旭
・
新
田
、
太
田
藤
太
郎
▽
中

崎
、
北
川
忠
雄
▽
共
栄
、
山
口

栄
太
郎
▽
中
野
・
川
端
、
杉
山

治
▽
上
長
富
、
増
田
光
信
▽
中

長
富
、
高
橋
聡
允

▽
下
長
富
、
 

木
村
千
代
作
 （

敬
称
略
）
 

新
宮
地
区
（

長
橋
字
橋
一
元
 

部
、
新
宮
字
岡
田

一
部
、
長
橋

字
広
野

一
部
、
中
平
井
町

一
部
、
 

幾
代
森
一
部
）

の
住
居
表
示
は
、
 

今
年
七
月
十
五
日
の
実
施
予
定

で
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
た
び
同
地
区
の
町
割
町
 

及
び
各
支
所
の
掲
示
板
に
公
示

し
ま
す
。
 

こ
の
案
は
、
住
居
表
示
審
議

会
（
地
元
代
表
者
も
参
加
）
で
慎

重
に
審
議

の
う
え
適
当
で
あ
る
 



市
役
所

ハ

ン
ド
ル
会
（
佐

藤
佐
太
会
長
）
 

の
会
員
二
十

人
は
四
月
八

日
、
二
班
に

分
か
れ
錦
町

県
道
交
差
点

等
旧
市
内
の

ロ
ー
ド
ミ
ラ
 

ー
三
十
カ
所

の
清
掃
と
点

検
作
業
の
奉

仕
を
し
ま
し

た
。
 

D-F. 7-清掃と点検奉仕 

市
役
所
ハ
ン
ド
ル
会
 

、
、n。
 

五
月
十
三
日
か
ら
 

て
い
る
ス
ポ
ー
ッ
ウ
ェ
ァ
及
び
 

 

短
剣
道
事
【
 

の
で
、
申
込
み
順
で
締
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

（
希
望
によ
り
別
に
日
時
を

定
め
、
学
校
毎
に
開
講
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
小
、
 

．
 
中
、高
校
と
も
申
込
み
順
各
一

一
 
校
で
す
。）
 

【
 
ロ
服
装
 
各
学
校
で
使
用
し
 

八
月
末
日
ま
で
、
毎
週
火
曜
日
 
ズ
ソ

ク
靴
 

午
後
五
時
か
ら
 

ロ
費
用
 
ス
ポ
ー
ッ
障
害
保

ロ
と
こ
ろ
 
市
民
体
育
館
 
険
料
 

ロ
受
講
資
格
 
小
（
四
年
生
 

口
申
込
み
先
 
市
税
務
課

・
 

以
上
）
中
、
高
校
生
 

島
田
克
孝
（廿
⑤
二
一
一
一
番
、
 

「
呈
正員
 
制
限
が
あ
り
ま
す
 

内
線
二
一
一
番
）
 

難
個
髄
教
室
を

開
講
 

ロ
開
講
式
 
五
月
十
三
日
（
火
）
 

午
後
四
時
三
十
分
か
ら
市
民
体

育
館
で
 

主
催
 
全
日
本
銃
剣
道
連
盟

五
所
川
原
協
会
 

後
援
 
青
森
県
銃
剣
道
連
盟
 

‘
市
教
育
委
員
会
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教
育
振
興
会
に
十
万

円
寄
付
 

市
の
各
課
長
、
街
頭
で
交
通
指

導
 

下
さ
い
と
十
万
円
を
寄
付
し
ま

し
た
。
 

市
内
本
町

の

上
田
義
一
さ
ん

は
四
月
十
一
日
、
 

市
教
育
振
興
会

の
運
営
基
金
に

役
立
て
て
下
さ

い
と
十
万
円
を

寄
付
し
ま
し
た
。
 

ー
写
真
上
ー
 

三
月
二
日
亡

く
な
っ
た
母
し

げ
さ
ん
の
香
典

返
し
で
贈
っ
た

も
の
で
す
。
 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期

間
中
の
四
月
十
、
十
一
の
両
日
、
 

寺
田
市
長
は
じ
め
市
三
役
、
各

課
長
の
べ
二
十
八
人
が
本
町
丸
 

郵
便
局
で
は
、
今
年
も
身
体

障
害
者
福
祉
運
動
の
ー
つ
と
し

て
、
重
度
身
体
障
害
者
（

一
級
、
 

二
級
で
六
歳
以
上
の
方
）

に
「青

い
鳥
は
が
き
』
を

一
人
二
十
枚

差
し
上
げ
ま
す
。
 

該
当
す
る
方
は
、
身
体
障
害

者
手
帳
を
持
参
し
、
五
月
三
十

一
日
ま
で
最
寄
り
の
郵
便
局

へ

お
申
し
出
下
さ
い
。
 

代
理
の
方
で
も
け
っ
こ
う
で

す
。
 
 

大
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
で
街

頭
監
視
を
行
い
、
歩
行
者
に
チ

ラ
シ
を
配
っ
て
正
し

い
横
断
の

仕
方
を
指
導
し
ま
し
た
。
 

「市
体
育
協
会
」
が

発
足
 

財
団
法
人
「
五
所
川
原
市
体

育
協
会
」
が
こ
の
ほ
ど
設
立
さ

れ
、
社
会
体
育
の
振
興
に
努
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
昨
年
、
五
所
川
原
ロ
 

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
プ
が
市
制
施
行

二
十
五
周
年
を
記
念
し
基
金
を
 

寄
付
し
た
の
を
契
機
に
、
十
五

日
会
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
会
、
体
育

振
興
協
会
等
の
協
力
が
相
次
ぎ

設
立
に
こ
ぎ
つ
け
た
も
の
で
す
。
 

申
し
込
み
用
紙
は
、
郵
便
局

か
福
祉
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
 

郵
便
局
に
直
接
申
し
出
る

こ
と
が

で
き
な
い

と
き
は
、
 

申
し
込
み
用
紙
（
適
宜
な
用
紙

で
も
け
っ
こ
う
で
す
）
に
手
帳

番
号
、
障
害
程
度
の
等
級
別
、
 

本
人
の
住
所
、
氏
名
及
び
生
年

月
日
を
記
入
し
押
印
し
た
う
え

郵
便
に
よ
っ
て
申
し
出
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。
 

（
五所
川
原
郵
便
局
）
 
 

、
 

市
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
会
（
椿
 

原
美
紀
会
長
）
主
催
の
第
二
回

五
所
川
原
市
J

・
L

（
ジ
ュ
ニ

ア
・
リ
ー
ダ
ー
）
ま
つ
り
が
次

の
日
程
で
開
か
れ
ま
す
。
 

ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
 

ロ
テ
ー
マ
 
「チ
ャ
ィ
ル
ド
8
0」
 

ロ
対
象

子
ど

も
会
会員
ノ
 

ジ
ュ
ニ
ア
ー
リ
ー
ダ
ー
会
会
員

ロ
持
参
す
る
も
の
 

畳
ご
飯
、
敷
物
、
安
全
会
加

人
カ
ー
ド
 

ロ
日
程
 
午
前
九
時
半
、
集

合
（
お
祭
り
広
場
）
、
午
前
十
 

市
内
上
平
井
町
、
藤
田
精
三

さ
ん
は
四
月
十
日
、
市
教
育
振

興
会
の
運
営
基
金
に
役
立
て
て
 

上田さん、10万円寄付 

体
の
不
自
由
な
方
へ
は
が
き
プ
レ
ゼ
ン
ト
 

五
所
川
原
市
召
行

ま
つ
り
 

ふ
る
っ

て
ご

参
加
下

さ
い
 

子
供
会
の
親
睦
を
深
め
る
 
時
、

昔
の
遊
び
コ
ー
ナ
ー
（
岩

ロ
と
き
 
五
月
五
日

（
月
）
 

木
川
原
）
、
午
後
一
時
、
ぼ
く

午
前
九
時
三
十
分
、
午
後
三
時
 
ら
の
街
を

作
る
（
市
民
文
化
会
 

ま
で
 

館
）
 

ロ
と
こ
ろ
 
お
祭
り
広
場
、
 

雨
天
の
場
合
、
映
画
鑑
賞
会
 

市
民
文
化
会
館
二
階
、
岩
木
川
 
を

行
い
ま
す
の
で
、
天
候
に
関
 

原
（
市
庁
舎
裏
）
 

係
な
く
お
い
で
下
さ
い
。
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
下
さ
い
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